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　10月25日、黒澤このみさん（上
町）が第27回国民文化祭とくしま
2012民謡民舞の祭典（全国大会）
への出場報告に町役場を訪れた。
黒澤さんは、「いつも通り楽し
く歌いたい。できれば来年10月に
行われる全国大会の出場権が与え
られる10位以内を目指したい」と
抱負を語った。

坂下中学校に
オリンピック選手が来校

黒澤このみさん、民謡で
第27回国民文化祭出場

　10月19日、ロンドンオリンピッ
クボクシング代表の須佐選手、清
水選手、レスリング女子代表の小
原選手が坂下中学校に来校。
　フリートークでは、須佐選手は
「小さい頃から習い事など色々や
っていたが、やらされていたので
はなくすべて自分の意志でやって
いた。それが大事。」と、清水選
手は「ＯＮとＯＦＦを割り切って
やってきた。」と、小原選手は「21
歳までにオリンピックに出場が夢
だったが、31歳までかかった。で
も、あきらめなければ必ず夢は叶
う。」と話した。
　最後に、小原選手がオリンピッ
ク選手の凄さをバランスボールの
上に立ってみせ、子どもたちを驚
かせた。

昭和49年度卒業
会津坂下町立第二中学校同級会様

「現金3万円」
子供たちの健全育成の一助になる
ように

歌川新喜さん
法務大臣感謝状贈呈

多年にわたり人権擁護委員とし
て国民の人権の擁護と人権思想の
普及高揚に尽くされた、歌川新喜
さん（ 3期 9年）に法務大臣より
感謝状が贈呈された。

第66回福島県社会福祉大会
において4名が表彰される

　11月 2 日、二本松市民会館にて
開催された第66回福島県社会福祉
大会において、表彰された。
▼民生委員・児童委員として県知
事より感謝状（民生児童委員と
して10年以上在職し、かつ現職
である方）
○堀　　尚子さん（右）
○永山　武雄さん（右 2番目）
○佐藤　高子さん（左 2番目）
▼社会福祉施設・社会福祉団体役
職員功労者として県社会福祉大
会会長表彰（社会福祉協議会理
事として15年在職）
○大竹　　博さん（左）

　10月18日、第23回健康づくり会
津坂下町長杯ゲートボール大会が
開催された。
前日からの雨天により開催が危
ぶまれたが、当日の朝には雨はあ
がり、無事に開催。日中も風が強
く、肌寒いなかでの大会となった
が、寒さを吹き飛ばすほど、元気
にプレーしていた。
昨年に引き続き大竹みゆきチー
ムが優勝した。

健康づくり会津坂下町長杯
ゲートボール大会
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わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
は
、
下
校
後
保

護
者
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
に
、
適

切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。平

成
25
年
4
月
か
ら
は
、
小
学
校

統
合
に
よ
り
ク
ラ
ブ
が
2
カ
所
に
な

る
こ
と
か
ら
、
児
童
健
全
育
成
に
熱

意
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
場
所　

坂
下
南
小
学
校
内
及

び
坂
下
東
小
学
校
内

▼
活
動
時
間　

○
平
日　

下
校
後
〜
午
後
7
時　

○
土
曜
・
長
期
休
業
日
（
シ
フ
ト
制

に
よ
る
）
午
前
7
時
〜
午
後
7
時

▼
活
動
内
容　

活
動
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
・
各
種
活
動
支
援

▼
応
募
資
格　

　

次
の
い
ず
れ
か
を
備
え
る
方

①
保
育
士
又
は
教
諭
の
資
格
を
有
す

る
者

②
児
童
健
全
育
成
に
熱
意
を
有
す
る

者
▼
提
出
書
類

①
履
歴
書
②
資
格
・
免
許
の
写
し

▼
申
込
期
限　

12
月
26
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
の
森

　

☎
83
‐
0
7
0
8

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
わ
ん
ぱ

く
ク
ラ
ブ
」
の
指
導
員
募
集

　

福
祉
班
（
③
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
2
2

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
1

学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

2
月
28
日
（
木
）

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
‐
9
2
1
‐
7
4
7
1

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
実
施
日　

12
月
6
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間

　

コ
ー
プ
あ
い
づ
ば
ん
げ

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

福
島
県
会
津
農
業
セ
ン
タ
ー

　

午
後
2
時
30
分
〜
4
時

▼
対
象

①
16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方

は
60
〜
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
）

②
体
重　

男
性
45
㎏

　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

　

流
行
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
町
で
は
、

予
防
接
種
を
以
下
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
ら

な
い
た
め
に
は
、「
手
洗
い
や
う
が

い
を
き
ち
ん
と
行
う
」「
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
」「
栄
養
を
摂
る
」「
疲
労

や
寝
不
足
を
避
け
る
」
な
ど
体
調
管

理
に
十
分
注
意
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

1
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
実
施
機
関

　

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

①
65
歳
以
上
の
方

医
療
機
関
に
備
え
付
け
の
予
診
票

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

②
0
歳
〜
高
校
生
・
妊
婦
の
方

町
内
・
喜
多
方
市
の
医
療
機
関
で

接
種
す
る
場
合
は
、
町
の
予
診
票
が

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
坂
下
・
喜
多
方
以
外
の
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
は
、
病
院
の
予

診
票
を
つ
か
い
、
接
種
料
金
は
い

っ
た
ん
全
額
お
支
払
い
い
た
だ
き
、

後
ほ
ど
、
接
種
済
証
・
領
収
書
・

母
子
健
康
手
帳
・
印
鑑
・
通
帳
を

持
参
し
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
助

成
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

①
65
歳
以
上
の
方　

1
8
0
0
円

（
施
設
入
所
の
方
は
、
1
0
0
0

円
）

②
0
歳
〜
高
校
生
・
妊
婦
の
方

　

1
回
1
0
0
0
円

③
生
活
保
護
世
帯
の
方　

全
額
（
事

前
に
福
祉
班
で
助
成
手
続
き
を
し

た
方
に
限
り
ま
す
）

▼
持
参
品　

被
保
険
者
証
・
健
康
手

帳
ま
た
は
母
子
手
帳

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
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除
雪
作
業
を
安
全
か
つ
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
側
溝
に
雪
を
捨
て
る
際
は
、
雪
が

つ
ま
っ
て
洪
水
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
路
上
脇
側
溝
に
設
置
し
て
あ
る
開

閉
式
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
雪
を
捨
て

た
場
合
は
車
や
人
が
落
ち
る
な
ど

大
変
危
険
で
す
の
で
必
ず
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

○
道
路
に
雪
を
出
す
と
事
故
等
の
危

険
性
が
生
じ
ま
す
の
で
出
さ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
積
雪
に
よ
り
、
樹
木
の
枝
が
下
が

り
除
雪
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
道

路
に
出
て
い
る
樹
木
の
枝
払
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
消
火
栓
、
防
火
水
槽
、
歩
道
の
除

雪
は
各
地
区
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
は
、
各
戸
の

責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

○
消
雪
道
路
で
は
、
水
が
は
ね
て
通

行
人
や
店
舗
な
ど
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

○
冬
期
間
は
事
故
が
発
生
し
や
す
い

た
め
、
お
年
寄
り
や
通
学
中
の
児

童
・
生
徒
に
は
特
に
注
意
し
、
安

全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
路
上
の
積
雪
が
15
〜
20
セ
ン
チ
以

上
に
な
れ
ば
除
雪
車
が
出
動
し
ま

す
。

※
除
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

必
ず
区
長
・
自
治
会
長
を
通
し
て

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
班
☎
84
‐
1
5
0
6

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て

冬
期
間
（
1
月
〜
3
月
）
は
積
雪

の
た
め
、
一
部
を
除
き
水
道
メ
ー
タ

ー
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
推
定
の

料
金
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
過
不
足

に
つ
い
て
は
4
月
以
降
の
料
金
で
精

算
し
ま
す
。

▼
水
道
の
冬
じ
た
く
に
つ
い
て

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な

る
と
水
道
管
の
凍
結
事
故
が
発
生
し

ま
す
。
給
水
装
置
の
修
理
費
用
は
お

客
様
負
担
に
な
り
ま
す
。
水
道
管
の

凍
結
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
防
寒
の
し
か
た

①
凍
結
防
止
器
（
ヒ
ー
タ
ー
）
を
取

り
付
け
て
い
る
場
合
は
ス
イ
ッ
チ

を
忘
れ
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
毛
布
、
布

等
で
も
有
効
で
す
が
、
ぬ
れ
な
い

よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
等
を
巻

い
て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
は
破
裂
し

や
す
い
の
で
完
全
に
包
ん
で
く
だ

さ
い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
を
入
れ
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

等
を
の
せ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と

か
し
ま
す
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と

破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を

巻
き
つ
け
て
応
急
手
当
を
し
て
か
ら
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
レ
バ
ー
や
不

凍
栓
が
あ
る
場
合
は
、
栓
を
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

▼
冬
期
間
の
水
道
の
漏
水
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い

冬
期
間
は
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の

破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ
な
ど
で
、
漏
水
事

故
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
漏
水
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、
水
道
メ

ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
る
時

は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

上
下
水
道
班
☎
84
‐
1
5
3
0

冬
期
間
の
水
道
に
つ
い
て
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▼子宮がん検診

対 象 者
・20歳以上の女性で、平成25年3月31日までに奇数年齢になる方
・前年度未受診の方
・無料クーポン対象者（今年度中に21・26・31・36・41歳になられる方）

内　　容 子宮頚部の細胞診検査
料　　金 1,400円（病院にて支払い）
期　　間 12月22日まで（指定医療機関の診療日）
場　　所 会津若松市・喜多方市・両沼郡の指定医療機関（受診票に記載）

受診方法 受診票の日時をよく確認し、「受診票」・「健康保険被保険者証」・「クーポン券（対象者のみ）」
を持って指定医療機関（受診票に記載）で受診してください。

▼乳がん検診　※今年度から、年齢により検診内容が変わります。
・40歳～61歳までの方 → 視触診とマンモグラフィ検査の両方（併用検診）
・62歳以上の方 → マンモグラフィ検査のみ

対 象 者
・40歳以上の女性で、平成25年3月31日までに偶数年齢になる方
・前年度未受診の方
・無料クーポン対象者（今年度中に41・46・51・56・61歳になられる方）

【集団検診】
対 象 者 40歳～49歳 50歳～61歳 62歳以上の方

内　　容 ・視触診
・マンモグラフィ（ 2方向）

・視触診
・マンモグラフィ（ 1方向） マンモグラフィ（ 1方向）

料　　金 1,300円 900円 400円
期　　間 12月26日・ 1月25日
受付時間 午前 8時45分～10時・午後 1時～ 2時
場　　所 健康管理センター（℡83-1000）
受付方法 健康管理センターへ電話で予約をしてください。午前 8時30分～午後 5時（平日のみ）
受診方法 「検診受診録」・「クーポン券（対象者のみ）」をご持参のうえ受付してください。
※集団検診の日程で、都合がつかない場合は、坂下厚生総合病院でマンモグラフィ検査のみ受診すること
ができます。（別日に視触診を受診することはできません）

【施設検診（坂下厚生総合病院）】マンモグラフィ検査のみになります。視触診はありません。
対 象 者 40歳～49歳 50歳以上
内　　容 マンモグラフィ（ 2方向） マンモグラフィ（ 1方向）
料　　金 800円 400円
期　　間 平成25年 2月末までの診療日、午後 3時から 1日 3名実施
場　　所 坂下厚生総合病院（℡83-3511）

受付方法 坂下厚生総合病院へ直接電話で受診希望日の一週間前までに予約をしてください。
予約受付時間は午後 1時30分～ 3時（平日のみ）

受診方法 受診当日は、「検診受診録」・「健康保険被保険者証」・「クーポン券（対象者のみ）」をご持参
のうえ、午後 2時50分までに病院受付へおいでください。

婦人科検診

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
い

季
節
と
な
り
ま
す
。
除
雪
や
凍
結
等

に
よ
り
各
ご
家
庭
の
水
道
設
備
が
壊

れ
た
場
合
は
、
直
接
町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

漏
水
修
理
は
町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
お
願
い
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
班
☎
84
‐
1
5
3
0

冬期間の水道修繕工事休日当番業者

12月 16（日）・23（日）・24（月）・30（日）・31（月）
美登屋設備工業
TEL 83-3401

1 月 1（火）・2（水）・3（木）・4（金）・5（土）・6（日）・
13（日）・14（月）・20（日）・27（日）

坂下水道
TEL 83-2607

2 月 3（日）・10（日）・11（月）・17（日）・24（日）
あいづリフォームサービス
TEL 83-2693

3 月 3（日）・10（日）・17（日）・20（水）・24（日）・
31（日）

八ツ橋設備
TEL 27-3925
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
1
月
1
日

か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
平
成
24

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
2
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　

年
末
年
始
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

▼
役
場
・
中
央
公
民
館
・
中
央
公
民

館
図
書
室
の
休
み

12
月
29
日
（
土
）
〜
1
月
3
日

（
木
）

※
戸
籍
届
出
と
斎
苑
の
受
付
は
、
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

▼
会
津
西
部
斎
苑
の
休
み

　

1
月
1
日
（
火
）
元
旦

▼
ご
み
収
集
の
休
み

　

す
で
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
と
お

り
収
集
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
は
ご
み
が
多
く
で
ま
す

の
で
、
ご
み
の
減
量
化
・
分
別
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
3
Ｒ
の
推
進
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
12
月
の
し
尿
処
理
の
受
付
は
大
変

混
み
あ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
河
沼
清
掃
㈱
☎
83
‐
4
1
0
3

○
坂
下
清
掃
㈲
☎
83
‐
3
4
1
5

○
㈲
会
津
坂
下
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
2
6
2
6

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

戸
籍
環
境
班
（
⑨
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
0

　

中
央
公
民
館
☎
83
‐
3
0
1
0

年
末
年
始
の
窓
口
受
付
業
務

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
27
‐
5
3
2
1

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、
農

業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
で
す
。

　

加
入
は
任
意
で
、
色
々
な
年
金
の

タ
イ
プ
か
ら
現
在
の
状
況
や
将
来
設

計
に
あ
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
ご
家
族

に
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
保

証
が
な
い
タ
イ
プ
の
年
金
も
ご
用
意

し
て
い
ま
す
）

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
、

受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除

の
対
象
に
な
り
、
税
制
面
で
優
遇
さ

れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
0
1
2
0
‐
6ロー
ゴ5
‐
4ヨ
イ

ク

ニ

1
9
2

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度

を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

▼
最
低
賃
金

　

福
島
県
の
最
低
賃
金

【
時
間
額　

6
6
4
円
】

▼
発
効
日　

平
成
24
年
10
月
1
日

※
特
定
の
産
業
に
は
産
業
別
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
0
2
4
‐
5
3
6
‐
4
6
0
4

厚
生
労
働
省
（
最
低
賃
金
専
用
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.saiteichingin.

info/

（
ウ
ェ
ブ
で
最
低
賃
金
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。）

国
民
年
金
基
金
制
度

使
用
者
も
労
働
者
も
、
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
！

坂下東小学校・坂下南小学校への小学校統合に伴う児童の通学手段の確保のため、町では、平成25年度より路線
バスの運行形態の変更を予定しています。路線バスの運行及び、通学・通園手段の確保に関する第 2回懇談会を下
記により開催しますので、ご参加ください。（どなたでも参加できます。）
▼懇談会日程

地区名 日　　時 場　　所
広 瀬 地 区 12月18日（火）午後 7時から 広瀬公民館
若 宮 地 区 12月19日（水）午後 7時から 若宮公民館
金 上 地 区 12月20日（木）午後 7時から 金上公民館

▼問い合わせ先　教育総務班 TEL 83-2234　政策企画班　TEL 84-1504

平成25年度からの路線バス運行と通学・通園手段の確保に関する第２回懇談会開催
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初
湯
は
元
旦
か
ら
！
お
楽
し
み
に
！

▼
年
末
年
始
の
営
業
情
報

　

12
月
25
日
（
火
）
は
休
ま
ず
営
業

し
、
12
月
29
日
（
土
）
ま
で
営
業
い

た
し
ま
す
。
12
月
30
日
と
31
日
は
全

館
大
掃
除
の
た
め
に
休
み
ま
す
。
1

月
1
日
（
火
）
は
、
午
前
6
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
営
業
い
た
し
ま
す
。

1
月
2
日
（
水
）
よ
り
通
常
営
業
し
、

1
月
6
日
（
日
）
ま
で
休
ま
ず
営
業

い
た
し
ま
す
。

▼
カ
ラ
オ
ケ
の
夕
べ
情
報

　

カ
ラ
オ
ケ
の
夕
べ
「
2
0
1
2
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
」
を
12

月
23
日
（
日
）
午
後
3
時
よ
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

▼
春
日
八
郎
お
も
い
で
館

　

12
月
17
日
（
月
）
〜
3
月
9
日

（
土
）
ま
で
冬
季
閉
館
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

☎
83
‐
1
3
4
4

冬
本
番
を
む
か
え
、
家
庭
で
も
灯

油
等
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り

防
ご
う
油
の
流
出
事
故
！

▼
事
故
発
生
時
の
対
応

○
油
を
流
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

ま
た
は
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
布
や
新
聞
紙
等
で
回
収
し
ま
し

ょ
う
。

※
水
で
流
す
と
油
の
汚
染
を
広
げ
て

し
ま
う
の
で
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
河
川
等
に
流
入
さ
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
や
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
た
場
合
は
、
町
役
場
、
消
防

署
ま
た
は
県
の
地
方
振
興
局
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

戸
籍
環
境
班
（
⑨
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
0

　

情
報
防
災
班
☎
84
‐
1
5
3
3

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
4
1
0
0

　

会
津
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部

　

☎
29
‐
3
9
1
2

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

厳
し
い
寒
さ
が
到
来
し
、
ご
家
庭
で

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
あ
ら
た
め
て
火
の
用

心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

▼
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
は
取
扱

い
に
十
分
注
意
が
必
要
で
す

①
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ

年
末
年
始
も
火
の
用
心

な
い

③
ス
ト
ー
ブ
へ
給
油
す
る
際
は
、
必

ず
火
を
消
す

④
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
石
油
タ
ン
ク
の

キ
ャ
ッ
プ
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
確

認
す
る

⑤
使
用
す
る
燃
料
を
間
違
え
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
4
1
0
0

10
月
下
旬
、
喜
多
方
市
内
の
一
般

世
帯
に
、
息
子
を
名
乗
る
男
か
ら

「
風
邪
を
引
い
て
声
が
変
わ
っ
た
。

携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
。」

と
の
電
話
が
あ
り
、
そ
の
後
同
じ
息

子
を
名
乗
る
男
か
ら
「
儲
け
話
に
手

を
出
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。

1
5
0
万
円
振
り
込
ん
で
も
ら
い
た

い
。
銀
行
か
ら
お
金
を
下
ろ
す
時
、

行
員
に
怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
リ
フ
ォ

ー
ム
代
と
話
し
て
預
金
を
下
し
て
。」

と
の
電
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
信
用
し

て
指
定
さ
れ
た
口
座
に
1
5
0
万
円

振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
詐
欺
を
疑
う
キ
ー
ワ
ー
ド

○
息
子
や
孫
な
ど
の
身
内
の
名
前
を

名
乗
っ
て
い
る
。

○
声
・
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
等
が

「
変
わ
っ
た
。」

○
仕
事
・
借
金
・
投
資
・
異
性
等
で

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成24年10月末現在）

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町
空き巣ねらい 1 1 自販機ねらい 2 1
忍 び 込 み 2 1 車上ねらい 3 3
事務所荒し 1 1 部品ねらい
出 店 荒 し 1 1 強制わいせつ 1
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 27 21
オートバイ盗

全 刑 法 犯 113 83
自 転 車 盗 18 13

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

ま
す
。
万
が
一
、
灯
油
タ
ン
ク
か
ら

の
移
し
替
え
や
配
管
の
破
損
等
に
よ

り
河
川
へ
油
が
流
出
し
た
場
合
は
、

火
災
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
下
流
の

水
道
や
農
業
用
水
、
漁
業
等
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
周

辺
の
住
民
の
方
々
に
も
多
大
な
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
処
理
に
か
か
る
費
用

は
原
因
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
油
の
流
出
事
故
を
防

ぐ
よ
う
に
心
が
け
、
次
の
点
に
注
意

し
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
点
検

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
暖
房
器
具
、
配

管
に
亀
裂
や
老
朽
化
が
な
い
か
必

ず
確
認
し
、
異
常
を
見
つ
け
た
ら

早
め
の
交
換
や
修
理
を
依
頼
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残
量
は
定
期
的

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
タ

ン
ク
内
の
油
の
減
り
方
が
著
し
い

と
き
は
、
油
漏
れ
が
な
い
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
の
た
め
に
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

の
容
量
以
上
の
防
油
堤
（
流
出
防

止
装
置
）
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
取
扱
い
上
の
注
意

○
給
油
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど

を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
不
用
に
な
っ
た
油
は
適
切
に
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
、
明
日
は
我

が
身
か
も

失
敗
し
た
か
ら
「
お
金
が
必
要

だ
。」

○
指
定
し
た
口
座
に
「
振
り
込
ん
で

く
れ
。」

▼
該
当
す
る
電
話
が
あ
っ
た
ら

○
振
り
込
ま
ず
、
家
族
か
ら
元
々
知

ら
さ
れ
て
い
る
番
号
に
か
け
直
す
。

○
振
り
込
ま
ず
、
家
族
や
警
察
に
相

談
す
る
。

○
間
違
い
な
く
家
族
に
確
認
で
き
る

ま
で
、
絶
対
に
振
り
込
ま
な
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
坂
下
警
察
署

☎
83
‐
3
4
5
1
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事業名 日　時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　考

すこやかキッズ

12月13日（木）
午前10時～11時30分 健康管理センター

TEL83-1000
※申込みはいりません

　 0～ 2歳の子供と保護者
　オムツ・ミルク・飲み物
　ふれあい遊び

12月20日（木）
午前10時～11時30分

　 2歳～幼稚園入園前の子供と保護者
　オムツ・飲み物
　読み聞かせ・楽しく遊ぼう

ばんげ保育所に
遊びにおいでよ♪

12月15日（土）
午前 9時30分

～11時30分

ばんげ保育所
TEL83-3202

【みんなで楽しいクリスマス♪】
飲み物は、各自持参してください。
　事前申込みが必要です。

入園前のお子さん
幼稚園に遊びに
来てね♪

1 月25日（金）
午前 9時30分

　～午後 1時
お弁当を一緒に食べ
ましょう。

　町内各幼稚園
※坂下幼稚園では、全
地区のお子さんを受
け入れます。
問　坂下幼稚園
　　TEL 83-2410　

　町内在住の未就園のお子さん
今年度は最後になります。
≪注意事項≫
○ご家族の方の付き添いをお願いいたします。
○動きやすい服装でおいでください。
○食べ物や玩具は持ってこないでください。
※坂下地区は　橋本・仲町・新栄町・柳町・
諏訪町・鉄砲町・新町・新富町・羽林・中村・
原・川西・八幡・高寺になります。

町新春交歓会に
ご参加ください

1 月 7 日（月）
午後 3時～

受付：午後 2時～

　パストラルホール
　　ばんげ
問　行政管理班
　　TEL 84-1503　

平成25年の新春交歓会に参加を希望される方
は、会費を添えて申込みください。
　2,000円
　12月21日（金）まで

坂下初市
大俵引き 1 月14日（月）祝日

　役場前広場
問　㈳会津坂下町
　　観光物産協会
　　TEL 83-2111　

＜引き子募集＞
申込みの際は、住所・氏名・生年月日・連絡
先・足のサイズを報告ください。
　12月28日（金）

ばんげde
マルシェ

12月16日（日）
午前 9時～午後 1時

　旧マルトモ店舗
　　街中店舗
問　商工観光班
　　TEL 83-5711　

詳細は新聞折り込みチラシを
ご覧ください。

司法書士
土地家屋調査士
による相談会

1 月10日（木）
午前 9時30分～正午

老人福祉センター
　TEL 83-2837　

財産、土地家屋問題などに関する困りごとの
相談に応じます。

多重債務
相談窓口

平日
午前 8時30分

～午後 5時15分

福島財務事務所埋財課
(多重債務相談窓口)
TEL 024-533-0064

借金を抱えお悩みの方からの相談に応じてい
ます。借金問題は様々な方法で解決できます。
お気軽にご相談ください。

注　

意

○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要

＝場所  問＝問い合わせ  ＝参加費  ＝内容  ＝対象者  ＝持参物  ＝申込期日  ＝定員  ＝注意点

お information

□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい


